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平成３０年度　長崎県立長崎工業高等学校　学校評価　（評価集計）

学校の中期的なビジョンを検討し、教育活動を明確にする。

各教職員が経営方針を意識して教育活動を展開する。

教育目標や重点目標等を生徒・保護者・地域等に説明・広報する機会を設ける。

具体的な項目

教育課程
の編成

創意工夫を生かした適切な教
育課程の編成

学科や教科の教育目標の実現に向けて、創意を生かした特色ある教育課程を編成する。

教育課程の実施に当たって、教育目標の達成状況を定期的に点検する。

平成30年度

目    標 具体的な項目

学
校
経
営

学校の実態に即した目標が設
定され 教師間の共通理解の
もと、教育目標の具現化を図
る。

三つのキーワード（ものづくり・資格取得・多様な進路）のもと「ひとづくり」を目指す。

各学年・各分掌の経営方針に学校の教育目標を具現化する方策を盛り込んで実践する。

目標達成の度合いを年度中途で評価・確認する機会を設け、その後の教育活動に生かす。

経営方針が学校内外に明確に
示され、教職員間の相互理解
と保護者・地域の支持に基づ
く教育活動を行う。

定期考査の得点以外の観点も評価に加味し、生徒の多面的な能力を評価する。

評価はその後の授業に還元し、評価と指導の一体化を図る。

【学　　年】

目    標 具体的な項目

第１学年
長崎工業生としての自覚を持ち、基本的
生活習慣を身につけ、「実践力」を養
う。

時間厳守、挨拶の励行、掃除の徹底を中心に、規律ある生活習慣を確立する。

授業や定期考査、資格取得に真剣に取り組み、毎日1時間以上の家庭学習を定着する。

仲間と協力しながら部活動や学校行事に積極的に参加し、社会貢献意欲を育成する。

教
科
指
導

わかる授業の展開と工夫・改善

各教科・科目の学習方法を事前に生徒に説明する。

基礎・基本の内容を重点化した指導を行い、基礎学力・基礎技術の習得の徹底を図る。

生徒の実態に応じて指導方法や指導形態を変えるなど、授業の創意・工夫に努める。

生徒の実態に応じて教材の精
選や工夫、教具の活用を行
う。

生徒の実態に応じて教材を精選し、また教育機器を活用するなど指導の工夫をする。

効果的な授業を実践するため、使用する教材や教具についての研究・研修をおこなう。

教職員の共通理解のもと適切
な評価を行う。

担当教師間で評価基準を話し合い、共通理解のもとで評価をおこなう。

目    標 具体的な項目

第３学年
伝統ある長崎工業高校の最高学年として
の誇りと自覚のもとに規律ある生活習慣
の確立に努め、自己の進路実現を図る。

自らの進路の適切な選択とその100％の実現を図る。

規律ある生活態度を確立させ、社会人としての基本的生活習慣を育成する。

最高学年としてのリーダーシップを発揮し、学校を活性化させるよう努める。

目    標 具体的な項目

第２学年
中堅学年としての自覚を持ち、規律ある
生活態度を確立し、進路目標の具体化に
努める。

自主的な学習活動を確立し、学力の向上を目指す。

学校行事や部活動に積極的に取り組み、タフで他人を思いやる心を育てる。

インターンシップ等を通じ、職業人としての心構えを学ぶ。

体育祭や文化祭等を通じ、集団行動の大切さを学び、豊かな人間関係を築く。

目    標 具体的な項目

生徒指導（生徒指導）
基本的生活習慣の確立と規範意識の向上
を目指し、工業人としての基礎・基本の
確実な習得と自ら学ぶ意欲・態度を育て
る。

服装、容儀などについて生徒指導を中心に全職員で共通理解し、全職員で指導を行う。

交通指導・校外巡視の徹底により、安全意識を高め生命尊重の精神を養う。

いじめの発生防止に努め、いじめ見逃しゼロを徹底する。

【校務分掌】

目    標 具体的な項目

教務
日常業務の効率的かつ円滑な運営に努
め、学力向上のため学習環境を整え、学
校の活性化を図る。

諸行事等の精選を行い、授業時間の確保に努める。

保護者との連携を強化し、各種活動を推進する。

生徒会
生徒会活動への参加を通じて、学校への
帰属意識を高め、社会に貢献できる人物
の育成を目指す。

生徒一人ひとりの生徒会活動への積極的参加と意識の高揚を図る。

部活動を通して心身を鍛練し、学校生活の充実を図る。

あいさつ・容儀・乗車マナー等、生徒の規範意識向上を図るため「高校生さわやか運
動」を推進する。

生徒指導（環境）
地球温暖化防止や５Ｓ運動を踏まえた美
化活動や環境対策活動の意識や実践力を
高め、快適な学校環境づくりや環境にや
さしい人づくりに努める。

環境美化意識を育成するために、必要な情報を提供する。

清掃活動・ゴミ分別活動を徹底し、校内環境美化を推進する。

省エネ・省資源活動を生徒と教職員が一丸となって取り組む。

目    標 具体的な項目

　平成30年9月（中間）、平成31年2月（年間）実施 対象者：本校職員94名

　十分達成 4点、ほぼ達成 3点、やや不十分 2点、不十分 1点の4段階で行いその平均を評価点としています。
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目    標 具体的な項目

進路指導
生徒の自己実現に向け組織的・積極的な
援助を行う。

年間を通じた進路指導の充実を図り、望ましい職業観、勤労観の育成を図る。

自己の適性を把握すると共に、将来を見据えた主体的選択力、自己教育力の育成を図る。

進路先に応じた実力の養成を図り、生徒の進路実現満足度100％を目指す。

目    標 具体的な項目

図書
生徒の読書に対する興味関心を高め、か
つ利用しやすい図書館運営を目指す。

朝の10分間読書の充実を図る。

図書委員会活動（選書や蔵書整理等）の活性化を図り、利用しやすい図書館をつくる。

新着図書や良書の広報に努め、図書館利用者数を４０人／日以上とする。

目    標 具体的な項目

保健（保健）
運動の生活化と健康の保持増進及び体力
の向上を図る。

生涯にわたって計画的に運動に親しむ資質や能力の育成を図る。

健康の保持増進のための実践力の育成を図る。

体力の向上を図る。（新体力テストの各検査で全国平均を超える。）

保健（相談）
生徒理解に努め、生徒の自己実現を支援
する。

生徒をよく観察し、生徒との温かい人間関係の確立に努める。

奨学金について保護者・生徒に周知徹底し、担任との連携を図る。

研修
職員及び生徒の研修活動の充実と推進を
図る。また、広報・情報分野の内容充実
に努める。

職員の研修機会の拡大を図るとともに、授業力向上研修を推進する。

各学科・教科と連携し、生徒の資格取得・検定試験を支援する。

学校説明会、オープンスクール、ホームページ等の広報活動を充実させ、本校の教育活
動の周知・発信に努める。

目    標 具体的な項目

【専門学科】
目    標 具体的な項目

機械科
機械に関する基礎的・基本的な知識と技
能を習得させ、産業界が求めるタフな人
材を育成する。

授業やものづくりを通して安全意識・改善意識を高めつつ技能の向上を目指し、タフさ
と品性を兼ね備えた人材を育む。

各種資格・検定試験に積極的に取り組ませ、合格率８０％以上を目指す。

進路指導を強化し、進路実現・進路満足度１００％を目指す。

目    標 具体的な項目

事務部
教育環境の充実に努める。

生徒が安心して過ごせる安全で機能的な教育環境の充実に努め、省エネルギー・省資源
活動を推進する。

身なり・あいさつ・マナー・思いやりを基本に明るく丁寧で適切な対応を行い、校内外
の信頼を得る。

県民・保護者等に説明できる効率的かつ適正な事務の執行に努める。

3.3 3.3

目    標 具体的な項目

目    標 具体的な項目

機械システム科
基本的な生活習慣を身につけ、ものづく
りを通し、専門の知識・技能を習得して
実践力ある技術者の育成を図る。

あいさつ・言葉遣いなど基本的な生活習慣を身につける。

ものづくりを通して技術・技能の向上を目指す。

（電子機械コース）メカトロニクス技術の基本的技術の習得と応用力の向上を図る。
（造船コース）造船に関する基礎的な知識の習得と応用力の向上を図る。

具体的な項目

工業化学科
工業人としてふさわしい高い人間性を持
つ実践的な化学技術者の育成を図る。

ものづくりを通して正しい技術者倫理を備えさせ、高い技術・技能を身に付けさせる。

化学技術者に求められる資格（危険物、高圧ガス等）を取得させる。

環境保全や省エネルギーの意識を高め、安全に配慮できる技術を身に付けさせる。

目    標 具体的な項目

電気科
将来の自己実現に向け、有能で人間性豊
かな電気技術者を育成する。

電気分野における基礎学力の向上と充実を図る。

ものづくりを通して実践的な技術・技能の向上を目指す。

電気工事士の全員合格とその他資格・検定の複数合格を目指す。

目    標 具体的な項目

情報技術科
ハードウェア・ソフトウェアの基礎知識と活
用能力・応用力を身につけ、情報通信ネット
ワークやコンピュータ制御などの分野で幅広
く活躍できるＩＣＴ技術者を養成する。

ものづくりを通して技術・技能の向上を目指す。

情報系の国家試験合格者２５名、その他の国家試験・検定試験の全員合格を目指す。

情報に関する知識・技術の習得を通して、志望する進路の実現を目指す。

【校務分掌】 平成30年度

電子工学科
進路の実現に向けて、学力の向上に努
め、資格取得を通して専門性を深化させ
るとともに、環境問題や省エネルギーに
配慮できる技術者の育成を図る。

実習やものづくりを通して技術・技能の向上を目指す。

各種国家試験（無線技士・工事担任者等）・検定試験などの資格取得を図り、合格率
80％以上を目指す。

電子工学における基礎学力を確立し、専門性の向上に努め、環境問題に配慮できる、規
範意識と勤労を重んずる技術者の育成を図る。

目    標 具体的な項目

インテリア科
インテリアに関する基礎的な知識と技術を習
得させると共に、個々人の持つ能力を伸ば
し、自己実現を目指す助力を行う。

インテリア全般の基礎的な知識と技能を身につけさせる。

資格取得や各種コンペ等の競技へ積極的に参加させ、各個人の能力や学習意欲を高め
る。

生徒が自らを理解し、自立した生活ができるよう指導する。

目    標 具体的な項目

建築科
建築物の設計や工事現場の管理及び施工
技術や技能に関する知識の習得を図る。

ものづくりを通して技術・技能の向上を目指す。

２級建築施工管理技士試験(学科)の全員合格(100％)を目指す。

実験・実習によって建築の知識を深め、設計や施工に必要な技術・態度を身に付ける。

目    標


